
■実施設計の⽅針
１．空間デザインについて
・施設を明るく開放的な空間とするために、折上天井で天井⾼の
⾼い計画とします。
・既存建物の直線的なデザインに対し、曲線を⽤いたデザインと
することで柔らかい雰囲気の施設とすることで、誰もが利⽤しや
すい計画とします。
２．浴室について
・浴室を現状の2 倍の⼤きさに広げ、半露天⾵呂やジェットバス
など、様々な種類の浴槽を設け、男⼥⽇替わりで異なる浴室を楽
しめる計画とします。
・脱⾐室は、ベンチを設け、ゆったりと過ごせるスペースを確保
します。
・休憩室を上⾜とすることで、脱⾐室と連続して利⽤することが
できます。
・休憩室には、キッズスペースを設けることで、⼦供が遊べるス
ペースを確保します。

３．中庭について
・中庭はデッキを敷いて、室内と同じ⾼さで出られるように計画し、
植栽を設けて、⾃然や季節を感じられる計画とします。
４．諸室について
・施設内で飲⾷できるように、⾃販機を設置し、ダイニングスペース
を設けます。
・運動ができるジムや、多⽬的室を設け、扉を開けることで⼀体的な
利⽤が可能です。
・インフォメーションコーナーを設け、情報発信を積極的に⾏います。
・学習・図書室は扉を設けず、誰もが利⽤しやすい空間とし、学習ス
ペースを設けます。
・講座室はガラス張りで開放的に計画しながら、防⾳性の⾼い部屋と
します。

・中庭周辺のホール空間には、ボードゲームやビリヤードなど
を設けることで、交流がうまれるスペースとします。
・⼊⼝にはオープンカウンターを設け、気軽に職員に話しかけ
られる事務空間とします。
５．バリアフリーについて
・バリアフリーに配慮し、段差を減らし、洗⾯・浴槽に⼿すり
を設けます。
６．防災対策について
・災害⽤の物資を保管する備蓄倉庫を設けます。
・災害時にも⽔を供給できる計画とします。
・避難時に要配慮者を受け⼊れるスペースを確保します。
・災害時にも使えるコンセントを設けます。
・災害時に待機できる広いスペースを確保します。



■防災の考え⽅

災害時に待機できる広いスペース
を確保します。

災害時⽤の物資を保管する
ための備蓄倉庫を設けます

多⽬的室は、緊急時の救援物資の
受⼊をし、保管場所としても利⽤
できます

相談室では、避難時の要配慮者を
受け⼊れます

災害時にも使える切り替え式コン
セントを設けます

災害時にもすぐ⽔を供給できるよ
うに、受⽔槽に蛇⼝を設けます



■バリアフリーの考え⽅

浴槽には⼿摺を設け、⾼
齢者も利⽤しやすい浴槽
を計画します

トイレの洗⾯に
は、各1か所⼿摺
のついた洗⾯器
を設けます

トイレには各1か所ベ
ビーチェアを設けます

バリアフリートイレを
設けます

扉を設けないことで、
誰でも⼊りやすいス
ペースにします

⾞椅⼦利⽤者に配慮し
た勾配の緩やかなス
ロープを設けます

⾞椅⼦⽤駐⾞場を⼊り
⼝近くに設けます

開放的なカウンターと
することで、要介護者
を直ぐサポートするこ
とができます

移動しやすいように広
い通路幅を確保します

段差のないフラットな床で中
庭に出ることができます扉を設けないことで、誰でも

⼊りやすいスペースにします

段差のないフラットな床
で室内を繋ぎます



■現況図兼撤去図



■1階平⾯図



■B1階平⾯図



■屋上階平⾯図



■給排⽔衛⽣設備 系統図・機器表
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